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        変額年金保険のしくみと最近の傾向について 

 

◆ 運用成果に応じて年金額などが変動する個人年金 

 変額年金保険は契約者が払い込んだ保険料を株式や債券などで運用して、その運用成果によって年金額などが 

変動する個人年金です。国内外の株式や債券などに投資するファンドで構成されているため、銀行や証券会社 

などでは「投資型年金」と呼ばれています。 

特別勘定のファンドは１種類だけのものもあれば、複数の種類を揃えているものもあります。複数のファンド 

が揃っているものの場合、タイプの違う２種類のファンドに好きな割合ずつ振り分けたり、運用の途中でスイ 

ッチング（移転）ができるものと、振り分けや移転ができないものがあります。 

払込保険料を最低保証、いわゆる元本保証のある変額年金の場合、特別勘定が１種類だけ、というものが多い 

ですが、なかには複数の種類から選択できるようになっているものもあります。しかし、複数種類を揃えてい 

るものであっても、元本保証タイプでは資金の振り分けやスイッチングができないのが一般的です。 

 

◆ ステップアップ型は２つのポイントでチェックする 

 現在販売されている変額年金は払い込んだ保険料を最低保証する元本保証タイプが主流です。最低保証の対象 

になっているのは「年金原資」と「年金受取総額」で、どんなに運用が不調でも払込保険料またはそれ以上の 

金額を保証しています。年金原資保証なのか年金受取総額保証なのかは商品によって異なります。それぞれの 

特徴は次の通りです。 

★年金原資保証・・・年金開始日前日の積立金（年金原資）が元本保証されている。年金開始日に年金で受け 

取らないで、一時金として一括受け取りした場合でも保証される。 

★年金受取総額保証・・・年金の合計額が元本割れしないように保証されている。年金を一括受け取りした場 

合の最低保証はない。 

 最低保証のある変額年金には、最低保証する金額が見直されるものがあります。「ステップアップ型（ラチェッ 

ト型）」です。大きく２つのタイプがあります。 

（ａ）毎年の契約応当日に積立金をチェックするもの。チェック時の積立金が最低保証額を上回った場合に、 

最低保証額（ステップアップ金額）が積立金相当額に切り上がります。１度上がった最低保証額は運用が芳し 

くなくても下がることはありません。 

（ｂ）積立金額が１１０％、１２０％、１３０％などと一定の水準に達したら、最低保証額が切り上がるもの。 

こちらも１度上がったら、下がることはありません。 

当初は（ａ）がよく販売されていましたが、最近は（ｂ）が増えています。いずれも定期的な利益確保ができ 
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るのが魅力です。（ａ）の場合、ステップアップのタイミングによっては大きく利益確定できるのですが、その分、 

保険会社の損失補てん分が大きくなる可能性があります。財務内容のしっかりした保険会社かどうか確認する 

ことが重要になります。 

ステップアップ保証の対象になるのは、「運用期間中の死亡保険金」と「年金」です。ステップアップ型が市場 

に出始めた当初は運用期間中、つまり年金開始前の死亡保険金を最低保証するだけのものでしたが、最近では、 

年金原資または年金受取総額も最低保証するものが増えています。 

 

◆ 売り時のわからない投資ビギナー向きの商品も 

 投資経験の浅い人にとって、売却するタイミングをつかむのは難しいものです。そんな人に役に立つ変額年金 

があります。「運用目標設定型」の変額です。 

 これは、積立金が目標金額、たとえば元本の１１０～１５０％などに達したら、自動的に一般勘定へ移して 

利益を確保するしくみになっているものです。運用期間は１０年のものが多いです。このタイプには元本保証 

が付いているものが多く、売り時を逃す心配がなく、運用環境が悪化しても年金原資または年金受取総額が保 

証されるため、投資初心者向きといえる商品性となっています。 
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◇今後のメルマガをより良い物とするために下記のページより皆様のお声をお聞かせ下さい。 

 http://www.nichizei.com/fp-enquete.html 
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